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エンテロウイルス D68 は⼦どもに感染すると喘息に似た呼吸器疾患（強い咳が出る、呼吸が

ぜーぜーするなど）や、急に⼿⾜に⿇痺が出て⾼率に後遺症を残すことがある、とても怖いウ
イルス感染症です。これまでに有効な治療は⾒つかっていません。 

今回、新潟⼤学⼤学院医⻭学総合研究科⼩児科学分野の幾瀨樹（⼤学院⽣）、齋藤昭彦教授ら
のグループは、同研究科バイオインフォーマティクス分野（奥⽥修⼆郎教授ら）との共同研究
で、これまで標準的に使われてきた⽅法よりも、エンテロウイルス D68 をより正確に検査でき
る⽅法を新しく開発しました。今後、流⾏が⼼配されるエンテロウイルス D68 に対して、この
より正確な検査法を⽤いることで、正確な診断、患者の把握が可能となり、今後の治療法の研
究に役⽴ちます。 
 
Ⅰ．研究の背景 

エンテロウイルス D68 感染症は喘息に似た呼吸器疾患（強い咳が出る、呼吸がぜーぜーする
など）である喘息発作様呼吸器疾患や、⼿⾜に⿇痺をきたし⾼率に後遺症を残す急性弛緩性脊
髄炎を起こすことがあります。国外は 2014 年、2016 年、2018 年と、国内では 2015 年、2018
年と周期的な流⾏が⾒られています。エンテロウイルス D68 による喘息発作様呼吸器疾患は通
常の気管⽀喘息発作よりも重くなることが多く、集中治療室での治療が必要なことがあります。
また急性弛緩性脊髄炎では四肢の⿇痺を起こし、約半分の患者さんに後遺症を残します。エン
テロウイルス D68 の検出や遺伝⼦の細かい解析には PCR 法が⼀般的です。今までは⽶国ワシ
ントン⼤学や⽶国疾病予防管理センター（CDC）が開発した PCR 法がエンテロウイルス D68
の検出や塩基配列の解析の標準的な検査⽅法でしたが、それらの⽅法では近年流⾏しているウ
イルス株に対して、今回の我々の検討では、⼗分対応できていないことがわかりました。 

エンテロウイルス D68 感染症のより正確な診断は患者さんの把握に重要で、それが未だ有効
な治療法のないエンテロウイルス D68 感染症についての研究が進むために重要と考えていま
す。 

新規エンテロウイルス D68 特異的 PCR 法を開発 
−今後の世界的流⾏に備えて− 



 
 

 

 
 
Ⅱ．研究の概要 

2014 年から 2018 年に流⾏したエンテロウイルス D68 の RNA の塩基配列を解析し、PCR 法
で確認する場所の遺伝⼦を細かく調べました。すると、これまでの標準的な⽅法で⾒つける場
所には、遺伝⼦の変異が⾒つかり、変異に合わせて 2 種類の新しい PCR 法を開発しました。1
つ⽬はウイルス検出のためのリアルタイム PCR(NU assay)、2 つ⽬は遺伝⼦をより細かく調べ
るための PCR(N-Set)です。PCR では調べたいウイルスをきちんと検出できる正確さ（感度）
の⾼さと、他のウイルスには検査で陰性（特異度）の⾼さが重要です。そのため、エンテロウ
イルス D68 の 22 検体と、エンテロウイルス D68 以外のウイルス 135 検体を使って、リアルタ
イム PCR(NU assay)の感度と特異度を調べました。同様に、遺伝⼦をより細かく調べるための
PCR(N-Set)の感度についても調べました。感度については、従来の標準的なワシントン⼤学の
⽅法と⽐較しました。また、これまでに登録されているエンテロウイルス D68 の遺伝⼦(540
個)、D68 以外のエンテロウイルスの遺伝⼦(3683 個)などを使ってコンピューターで解析し、
新しく開発した PCR 法がこれまでに登録されているエンテロウイルス D68 と同じかどうかを
調べました。 
 
Ⅲ．研究の成果 

エンテロウイルス D68 の 22 検体で、新しく開発したリアルタイム PCR 法(NU assay)とこ
れまでの標準的検査法であるワシントン⼤学の PCR 法で検査したところ、新しい⽅法で PCR
陽性率が⼤幅に上昇しました(100% vs 45.4%)。エンテロウイルス D68 以外のウイルス 135 検
体については、新規 PCR 法では陽性になることはありませんでした。塩基配列を調べるための
PCR(N-Set)については、標準的な CDC の従来法と⽐べて PCR 陽性率が⾼かったです(90.9% 
vs 72.7%)。また、登録されている過去のエンテロウイルス D68 の塩基配列と、新しい PCR 法
との相性をコンピューター解析したところ、特に 2015 年以降のエンテロウイルス D68 の塩基
配列との相性がいいことがわかりました。 

PCR としての感度と特異度が⾮常に⾼いことが確かめられたため、2015 年と 2018 年のエ
ンテロウイルス D68 が流⾏した時期に新潟県内に認められた急性弛緩性脊髄炎の 11 症例の⾎
液、髄液、咽頭拭い液、便などの検体に従来法と新規 PCR 法を実施しました。その結果、これ



 
 

 

までの⽅法では 1 例のみエンテロウイルス D68 が陽性だったのに対し、新しい⽅法では 3 例
で検出されました。 
 

 
 
Ⅳ．今後の展開 

本研究グループは世界の標準的な検査法として知られていた従来法と⽐べ、より正確な検査
法（PCR 法）を開発しました。当研究室で急性弛緩性脊髄炎の症例を振り返って調べ直し、従
来の⽅法では検出できなかったエンテロウイルス D68 が検出されたように、今までに原因ウイ
ルスが特定されていない急性弛緩性脊髄炎の検体を再度検査し直す必要があると考えられまし
た。また、エンテロウイルス D68 は 2014 年以降世界的に周期的な流⾏を⽰しています。今後
も国内外で⼤きな流⾏を起こす可能性があり、その際には、我々が開発した新しい⽅法を⽤い
て、国内はもちろん、世界におけるサーベイランスを⾏うことで、より正確な診断、患者の把
握が可能になると考えています。 
 
Ⅴ．研究成果の公表 

これらの研究成果は、2021 年 8 ⽉ 25 ⽇、⽶国微⽣物学会の学会誌である Journal of 
Clinical Microbiology 誌（Impact factor 5.948）に掲載されました。 
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